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第２号様式 

                                                            年  月  日 

 

職場復帰支援プログラム計画書 

 
岐阜県教育委員会教育長 様 

                                                     所属長                印 

 
   下記のとおり職員の復帰プログラムを実施しますので、計画書を提出します。 

 

所属 

 

 

 

職名 

 

 

 

氏名 

 

 

 

疾 患 名           

 

 

 

医療機関及び主治医名 

 

 

 

復 職 希 望 日           
 

 

              年    月    日 
 

 

 

復帰プログラム予定期間 

 

    年 月 日から    年 月 日まで （    日間） 

 

復帰プログラム実施場所 

 

 

 

復帰プログラムの内容 

 

第 段階（ 年 月 日～ 年 月 日） 

 
 

第 段階（ 年 月 日～ 年 月 日） 

 
 

第 段階（ 年 月 日～ 年 月 日） 
 
 

第 段階（ 年 月 日～ 年 月 日） 

 
 

第  段階（ 年 月 日～ 年 月 日） 

 
 

本人・家族への説明              年   月   日 本人署名  

主治医の了承を得た日      年   月   日 確 認 者  
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３ 復帰プログラム計画書・報告書の記載例 

 

第２号様式 
                                                         平成２６年４月２０日 

 

職場復帰支援プログラム計画書 記載例 
 
岐阜県教育委員会教育長 様 

 

                                                        所属長  ○○ ○○  印 

 

   下記のとおり職員の復帰プログラムを実施しますので、計画書を提出します。 

 
所属 

 
○○高等学校 

 
職名 

 
教諭（国語科） 

 
氏名 

 
○○ ○○           

 
疾患名 

 
うつ病 

 
医療機関及び主治医名 

 
○○メンタルクリニック    ○○ ○○医師 

 
復職希望日 
 

 
平成２６年１０月１日  
 

 

 
復帰プログラム予定期間 
 

 
 平成２６年５月９日から平成２６年７月１１日まで 
 ４０日間 

 
復帰プログラム実施場所 

 
 ○○高等学校 

 
復帰プログラムの内容 
 
 
第１段階（平成２６年５月９日～平成２６年５月１３日）２日間 
 
  目標：通勤に慣れるとともに、職場の雰囲気を味わう。 
  勤務日及び時間：５／９，５／１２ 午前１０時から１２時まで２時間 
  勤務内容：簡単な校内事務を行う。 
            同僚や上司と会話をする。 
 
 
 
第２段階（平成２６年５月１４日～平成２６年５月２５日）５日間 
 
  目標：職場の雰囲気に慣れる。 
  勤務日及び時間：５／１４，５／１６，５／１９，５／２１，５／２３  
         午前８時３０分から１２時３０分まで４時間 
  勤務内容：教材研究を行う。 
            学年会、教科会等に参加する。 
            学校内の巡回 
 

 

実施日の実日数の総

数 
教諭の場合は、プログラム

後半が長期休暇に掛からな

いように計画を立てるとよ

いでしょう。 

 

本人の状況によって、日数を増やしゆっくり開

始してもかまいません。 
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第３段階（平成２６年５月２６日～平成２６年６月１１日）８日間 
 
  目標：勤務時間に慣れるとともに、職務に慣れる。 
  勤務時間：通常勤務（８時３０分から１７時１５分） 
            ５／２７，５／３０，６／１，６／３， 
      ６／６，６／８，６／９，６／１０ 
  勤務内容：補習などが有る場合は、授業参観をする。 
      ＳＨＲ参観をする。 
            同僚と教科の授業準備をする。 
            職員研修や職員会議に参加する。 
 
 
 
第４段階（平成２６年６月１６日～平成２６年６月２７日）１０日間 
  目標：復職後の職務に慣れる。 
  勤務時間：週５日間 通常勤務 
  勤務内容：教材研究を行う。 
      古典の授業の補助（ＴＴ）を行う。 
            現代国語（２年）及び古典（１年）の授業準備を実施する。 
            ＬＨR参観をする。 
            復帰プログラム第５段階の授業の単元計画を立てる。 
 
 
 
第５段階（平成２６年６月３０日～平成２６年７月１１日）１５日間 
 目標：復職後の職務に慣れる。 
  勤務時間：週５日間 通常勤務 
  勤務内容：古典（１年）の授業を実施する。 
            現代国語（２年）の授業を実施する。 
              １日３～４時間の授業を実施する。 
              体育祭の準備を手伝う。 
 
 
                           
     ※教科主任、学年主任、校長、教頭  の指導を受ける。 
 
 
 
 
 

 
本人・家族への説明 

 
  Ｈ２６年４月１５日 

 
本人署名 

 
  ○○ ○○ 

 
主治医の了承を得た日 

 
   Ｈ２６年４月１８日 

確 認 者 

(管理職) 

 
  ○○ ○○ 

 

 

 

 

 

 

第５段階は、復職後の通常勤務

を想定した内容にしてくださ

い。 

円滑な職場復帰をおこなうため

に、ここでの実施が本人の自信

にもつながります。 

また、これまでの実施状況を元

に、所属長は復職に向けての見

極めを行ってください。 

 

復職後の勤務を想定した授業時間数として計画を立て

てください。 

計画書を主治医に了承を得る際は、所属長（管理職）も同行し確認

をしてください。 

本人の体調変化など不測の場合の連絡方法など確認しておくと良い

でしょう。 

職種（事務職員・学校用務員等）

によっては、復職後の職務を想定

し実施可能であれば、５段階に縛

られることはありません。 


